
再評価　【番号２】



１．現道の道路交通上の課題
…行政機関、学校、病院等

…観光地

…避難場所（美馬市指定）

…災害対策用ヘリポート（美馬市指定）

凡　　　　例

鳴門池田線　共進～新町工区

渋滞する現道 路肩の狭い橋梁

幅の狭い現道 未整備な歩道

脇町高校

美馬市
脇町庁舎 脇町小学校

脇町中学校

未改良区間

課題
・幅員狭小区間（1車線区間の存在）
　車両の離合が困難
　歩行者・自転車利用者の安全性の低下

・歩道の未整備
　児童等の通学の安全性の確保が困難

・交通渋滞の発生
　円滑な交通の確保が困難

うだつの町並み

鳴門池田線　共進～新町工区



２．事業概要

脇町ＩＣ
至　三好

至　鳴門

緊急地方道路整備事業（主）鳴門池田線（共進～新町）L=5.1㎞

東工区　L=1.8㎞（未供用）西工区　L=3.3㎞（供用済）

美馬市
阿波市

新曽江谷橋

新土井谷橋

…行政機関、学校、病院等

…観光地

…避難場所（美馬市指定）

…災害対策用ヘリポート（美馬市指定）

凡　　　　例

計画ルート：

現道ルート：

凡　　例

幅員構成（橋梁部）幅員構成（一般部）

3.00 3.001.50 1.50
0.750.75

3.25 3.25
2 . 0 0 0% 1 . 5 0 0% 1. 5 0 0% 2. 0 0 0%

3.25 3.250.50 0.503.20 3.20

脇町高校

美馬市
脇町庁舎 脇町小学校

脇町中学校

道の駅
藍ランドうだつ

うだつの町並み



３．事業の進捗状況【東工区】

：H23以前施工済箇所

：H24～H28施工済箇所

：H29施工箇所箇所

：H30以降施工予定箇所

：未取得用地

凡　　例

起点

西工区へ

新土井谷橋

新曽江谷橋 バイパス区間（起点側）

●事業促進の問題点
・約136m2の未買収用地あり
・境界紛争による買収の遅れ



４．事業評価結果

■緊急輸送道路ネットワークの強化
　ネットワークの多重性（リダンダンシー）確保

⇒災害時の物資輸送等が効率化

■災害拠点、避難場所へのｱｸｾｽ強化
　各防災施設へのアクセスの向上

⇒地域防災力が向上

■通勤、通学路の安全・安心の確保
　現道の交通がバイパスに転換

⇒現道沿いにある小学校等への安全・安心
な通学が可能に

計　118.1億円

■商業施設の立地促進
　西工区バイパス沿線への商業施設の立地

⇒さらなる商業施設立地促進に期待

・走行時間短縮便益

・走行経費減少便益

・交通事故減少便益

計　150.4億円

Ｂ／Ｃ　＝１．３

（現在価値化後）

（現在価値化後）

貨幣換算可能な整備効果 貨幣価値に表れない整備効果

産業振興

防災・減災

安全・安心

便益（B）

・事業費

・維持管理費

費用（C）

・救命率の向上効果

その他の便益(B’)

環　境

医　療

・大気汚染や温暖化防止効果

・騒音低減効果　　

計　　68.2億円

66.9億円

0.6億円

0.7億円

（参考）　　（Ｂ＋Ｂ’）／Ｃ　＝１．９

（現在価値化後）



５．道路整備による多様な効果①【貨幣価値換算可能な整備効果】

　医　療　

◎その他の便益

・美馬市消防本部消防署から集落までの
　救急車両到達時間が短縮されることに
　より、救命率の向上が見込まれる。

　環　境　

・CO2、Noxの排出量が抑制されることに
　より、大気汚染・温暖化防止効果が見
　込まれる。

・現道の通過交通がバイパスに転換する
　ことにより、現道沿いの騒音の低減効
　果が見込まれる。

・心臓停止後の死亡率が約１３％低減
・呼吸停止後の死亡率が約７％低減

■救急医療へのアクセス向上

救命率の向上効果　：　６６．９億円

【カーラーの救命曲線】

救急車両到着
時間の短縮

【CO2排出量】 【NOx排出量】

■地球環境の保全効果

大気汚染・温暖化防止効果：０．６億円

■騒音低減効果

騒音低減効果　：　０．７億円

CO2排出量が
約１%低減

Nox排出量が
約１%低減

（整備なし）

（整備あり）

救急車両到着
時間の短縮



５．道路整備による多様な効果②【貨幣価値に表れない整備効果】

●効果：災害に強い道路ネットワークの構築防災・減災

①緊急輸送道路ネットワークの強化

　並走する徳島自動車道、国道192号を補完する第２次緊急輸送道路として、緊急輸送
道路ネットワークの多重性（リダンダンシー）を確保

災害時の物資輸送等が効率化

②災害拠点、避難場所へのアクセス強化

　工区周辺の災害対策用ヘリポート、２次救急医
療施設、避難場所等へのアクセスが向上

地域防災力の向上

至三好市

徳島自動車道

国道192号

鳴門池田線（現道）

至鳴門市（徳島市）
脇町IC

脇町福祉センター
脇町小学校

脇町中学校

脇町吉野川
河川敷グランド

ホウエツ病院
（２次救急医療施設）

　…避難場所
　…災害対策
　　用ﾍﾘﾎﾟｰﾄ

ホウエツ病院（ﾎｳｴﾂ病院HPより）

脇町吉野川河川敷グランド

２次救急医療施設への
アクセスが向上

ヘリポートへの
アクセスが向上
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５．道路整備による多様な効果③【貨幣価値に表れない整備効果】

●効果：地域の安全・安心の確保安全・安心

①通勤、通学路の安全・安心の確保

　西工区現道では、バイパス供用により交通事
故が減少傾向

　現道沿いにある小学校等への安全・
　安心な通学が可能に

至鳴門市（徳島市）

【参考】西工区供用前後における国道１９３号

　　　　西側現道区間の交通事故件数の推移

至三好市
鳴門池田線（現道）

至鳴門市（徳島市）

脇町福祉センター
脇町小学校

脇町中学校

　全線供用により、現道の通過交通がバイパス
に転換し、交通量の減少に伴い交通事故のさら
なる減少に期待

西工区供用後１年目

西工区供用後減少傾向

西工区供用前の現道の通行状況

(参考)西工区供用前後における現道の年間平均交通事故件数

 　供用前 　H17～H21：23件

　 供用後 　H22～H27：19件



５．道路整備による多様な効果④【貨幣価値に表れない整備効果】

●効果：地域経済の活性化産業振興

①商業施設の立地促進

　西工区沿線では、商業施設等
が７０店舗程度立地し、地域経
済が活性化している。

東工区西工区

東工区でも、商業施設の立
地等、地域経済の更なる活
性化に期待できる。

→



６．事業評価結果

事業継続

早急に未取得用地を取得し、事業の促進を図
る。


